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シ
ッ
プ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
Ｄ
Ｃ
）
が
事
務

局
を
務
め
る
Ｉ
ｏ
Ｓ
―
Ｏ
Ｐ

（Internet of Ships Open 
Platform

）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
は
２
月
７
日
、
内
航
総
連

協
賛
の
も
と
、
内
航
ミ
ラ
イ

研
究
会
と
の
共
催
に
よ
り

「
内
航
船
デ
ジ
タ
ル
セ
ミ
ナ

ー
～
内
航
デ
ジ
タ
ル
の
先
進

的
取
り
組
み
と
外
航
デ
ジ
タ

ル
の
活
用
可
能
性
を
検
討

～
」
を
開
催
し
た
。
同
セ
ミ

ナ
ー
は
日
本
海
事
協
会
（
Ｎ

Ｋ
）
尾
道
支
部
を
メ
イ
ン
会

場
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信

す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に

て
実
施
し
た
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
開
会
に
あ
た

っ
て
挨
拶
し
た
内
航
総
連
の

河
村
俊
信
理
事
長
は
、
内
航

海
運
暫
定
措
置
事
業
の
終
了

を
は
じ
め
、
改
正
内
航
海
運

業
法
・
改
正
船
員
法
の
施

行
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
た
対
応
な
ど
業
界

が
直
面
す
る
様
々
な
課
題
に

触
れ
、「
内
航
海
運
業
界
は

激
し
い
変
革
の
時
期
を
迎
え

て
い
る
」
と
強
調
。

　

ま
た
、
国
の
と
り
ま
と
め

で
内
航
海
運
の
生
産
性
向
上

の
必
要
性
が
示
さ
れ
る
中
、

「
す
で
に
少
数
精
鋭
で
省
人

化
も
進
ん
で
い
る
内
航
海
運

業
界
で
、
さ
ら
な
る
生
産
性

向
上
は
至
難
の
業
」
と
指

摘
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
生
産
性

向
上
に
向
け
て
重
要
に
な
る

と
示
唆
し
、「
お
題
目
で
は

な
く
、
内
航
海
運
の
現
実
の

中
で
ど
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
け
る
の
か
。

内
航
総
連
と
し
て
も
皆
様
と

共
に
考
え
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
第
１
部
で
は
、

「
内
航
デ
ジ
タ
ル
の
取
り
組

み
」
と
題
し
、
◇
「
国
土
交

通
省
の
最
近
の
取
り
組
み
等

～
内
航
Ｃ
Ｎ
、
自
動
運
航

船
、
Ｄ
Ｘ
等
を
中
心
に
～
」

（
国
土
交
通
省
海
事
局
海
洋

・
環
境
政
策
課
の
田
村
顕
洋

課
長
）
◇
「
内
航
ミ
ラ
イ
研

究
会
が
目
指
す
デ
ジ
タ
ル
の

姿
」（
内
航
ミ
ラ
イ
研
究
会

の
浦
山
秀
大
代
表
理
事
）
◇

「
内
航
船
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
て
～
内
航
海
運
の
課
題

と
解
決
手
段
と
し
て
の
電
動

化
・
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

～
」（
ｅ
５
ラ
ボ
技
術
担
当

の
土
屋
岳
彦
氏
）
―
―
の
３

本
船
が
初
め
て
と
な
る
。

　

ま
た
、
メ
タ
ノ
ー
ル
は
、

Ｃ
Ｏ
２

と
水
素
を
原
料
と
し

て
製
造
で
き
る
こ
と
か
ら
、

将
来
的
に
は
Ｃ
Ｏ
２

の
回
収

・
輸
送
事
業
を
活
用
し
、
洋

上
風
力
や
波
力
な
ど
再
生
可

能
資
源
に
由
来
す
る
電
力
を

利
用
し
た
水
素
と
合
成
し
て

製
造
す
る
こ
と
も
可
能
（
グ

リ
ー
ン
メ
タ
ノ
ー
ル
）。
そ

の
メ
タ
ノ
ー
ル
を
燃
料
と
し

て
再
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
環
境
循
環
型
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
構
築
で
き
、
排

出
さ
れ
る
正
味
（
ネ
ッ
ト
）

の
Ｃ
Ｏ
２

を
削
減
で
き
る
た

め
、
重
油
に
代
わ
る
新
た
な

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

阪
神
内
燃
機
工
業
に
と
っ

て
、
メ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
エ
ン

ジ
ン
の
挑
戦
は
２
度
目
と
な

る
。
同
社
で
は
、
１
９
８
７

年
に
メ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
エ
ン

ジ
ン
の
開
発
に
着
手
。
89
年

ま
で
に
完
成
さ
せ
、
実
証
実

験
を
行
っ
て
所
期
の
性
能
を

確
認
し
た
も
の
の
、
そ
の
当

時
、
船
舶
へ
の
導
入
が
実
現

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
技
術
を
多

数
の
実
績
を
有
す
る
低
速
４

サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
「
Ｌ
Ａ

28
」
に
投
入
し
、
新
た
な
メ

タ
ノ
ー
ル
燃
料
エ
ン
ジ
ン

「
Ｌ
Ａ
28
Ｍ
」
と
し
て
開
発

を
進
め
て
い
る
。

　

「
Ｌ
Ａ
28
Ｍ
」
は
、
主
燃

料
と
し
て
メ
タ
ノ
ー
ル
を
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
燃
料
と
し
て
Ａ

重
油
を
使
用
。
エ
ン
ジ
ン
の

始
動
か
ら
一
定
負
荷
（
15

％
）
ま
で
は
Ａ
重
油
で
運
転

し
、
そ
の
後
メ
タ
ノ
ー
ル
を

追
加
噴
射
し
て
要
求
の
負
荷

で
運
転
す
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト

燃
料
に
Ａ
重
油
を
使
用
す
る

こ
と
か
ら
、
仮
に
メ
タ
ノ
ー

ル
燃
料
配
管
の
漏
洩
や
供
給

不
備
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に

も
、
機
関
を
停
止
さ
せ
ず
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
運
転
が
可
能

と
な
る
こ
と
な
ど
が
特
徴

だ
。

　

メ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
内
航
ケ

ミ
カ
ル
タ
ン
カ
ー
が
竣
工
、

就
航
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内

航
海
運
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
て
新
た

な
メ
ニ
ュ
ー
が
加
わ
る
こ
と

と
な
る
。
本
船
開
発
の
動
向

に
は
今
後
、
業
界
内
外
か
ら

大
き
な
注
目
が
集
ま
り
そ
う

だ
。

　

メ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
エ
ン
ジ

ン
「
Ｌ
Ａ
28
Ｍ
」
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
阪
神
内
燃
機

工
業
営
業
管
理
課
（
電
話
０

７
８
・
３
３
２
・
２
０
８

１
、
Ｅ
メ
ー
ル eigyo@

hanshin-dw.co.jp

）
ま
で
。

発
、
建
造
は
、
商
船
三
井
、

商
船
三
井
内
航
、
田
渕
海

運
、
新
居
浜
海
運
、
村
上
秀

造
船
お
よ
び
阪
神
内
燃
機
工

業
の
６
社
が
提
携
し
て
進
め

て
い
る
も
の
。
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
経
済
産
業
省
お
よ

び
国
土
交
通
省
が
公
募
す
る

「
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
を
活
用

し
た
さ
ら
な
る
輸
送
効
率
化

推
進
事
業
費
補
助
金
（
内
航

船
の
革
新
的
運
航
効
率
化
実

証
事
業
）」
に
採
択
さ
れ
て

お
り
、
２
０
２
４
年
の
本
船

竣
工
を
目
指
し
て
い
る
。

　

メ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
主
た
る
船
舶
燃

料
で
あ
る
重
油
と
比
較
し
、

燃
焼
時
の
Ｓ
Ｏ
Ｘ
（
硫
黄
酸

化
物
）
排
出
量
を
最
大
99

％
、
Ｐ
Ｍ
（
粒
子
状
物
質
）

排
出
量
を
最
大
95
％
、
Ｎ

Ｏ
Ｘ
（
窒
素
酸
化
物
）
排
出

量
を
最
大
80
％
、
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
量
を

最
大
15
％
削
減
す
る
こ
と
を

見
込
む
。
常
温
常
圧
の
液
体

燃
料
と
し
て
極
め
て
優
れ
た

特
性
を
持
っ
て
お
り
、
環
境

に
や
さ
し
い
燃
料
と
し
て
外

航
船
で
は
広
が
っ
て
い
る
も

の
の
、
内
航
船
へ
の
導
入
は

　

阪
神
内
燃
機
工
業
が
現
在

開
発
を
進
め
て
い
る
、
世
界

初
と
な
る
メ
タ
ノ
ー
ル
を
主

燃
料
と
す
る
低
速
４
サ
イ
ク

ル
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

「
Ｌ
Ａ
28
Ｍ
」
に
つ
い
て
、

今
年
中
に
も
完
成
し
、
同
社

播
磨
工
場
に
て
陸
上
試
験
を

開
始
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　

同
エ
ン
ジ
ン
が
搭
載
さ
れ

る
国
内
初
の
メ
タ
ノ
ー
ル
燃

料
内
航
ケ
ミ
カ
ル
タ
ン
カ
ー

（
５
７
０
総
ト
ン
）
の
開

定
型
の
ス
ラ
ス
タ
を
提
供
し

て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

内
航
船
社
か
ら
、
◇
全
方
位

に
自
由
に
推
力
が
出
せ
る
ス

ラ
ス
タ
◇
船
底
吸
い
込
み
に

よ
り
ロ
ー
プ
な
ど
の
巻
き
込

み
が
防
げ
る
ス
ラ
ス
タ
―
―

と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
こ
と

を
受
け
、
２
０
１
９
年
か
ら

新
た
な
ス
ラ
ス
タ
の
開
発
を

進
め
て
き
た
。

　

そ
し
て
ト
ン
ネ
ル
型
ス
ラ

ス
タ
な
ど
で
培
っ
た
経
験
・

技
術
お
よ
び
Ｃ
Ｆ
Ｄ
（
数
値

流
体
力
学
）
な
ど
の
活
用
に

加
え
、
乗
組
員
の
労
務
負
担

軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
る
内
航
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な

が
ら
、
２
年
の
月
日
を
か
け

て
独
自
設
計
の
「
ジ
ェ
ッ
ト

式
ス
ラ
ス
タ
」
の
開
発
に
至

っ
た
。

　

同
製
品
は
、
４
９
９
総
ト

ン
型
内
航
貨
物
船
の
船
首
部

に
搭
載
可
能
で
、
船
底
か
ら

海
水
を
吸
い
込
ん
で
噴
流
を

斜
め
下
に
噴
出
し
て
ス
ラ
ス

ト
を
得
る
構
造
。
吹
き
出
し

口
が
３
６
０
度
旋
回
す
る
た

め
、
全
方
位
に
自
由
に
推
力

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ

と
が
大
き
な
特
徴
だ
。

　

船
底
か
ら
海
水
を
吸
い
込

む
た
め
、
浅
喫
水
で
の
使
用

が
可
能
と
な
り
離
着
桟
時
の

バ
ラ
ス
ト
調
整
が
大
幅
に
削

減
で
き
る
ほ
か
、
ロ
ー
プ
の

巻
き
込
み
リ
ス
ク
を
低
減
。

３
６
０
度
に
推
力
を
吹
き
出

す
構
造
に
よ
り
、
離
着
桟
時

の
操
船
性
向
上
を
は
じ
め
、

緊
急
時
に
は
運
航
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
緊
急
停
止
ア
シ
ス
ト

や
非
常
用
推
進
と
し
て
も
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

現
在
内
航
船
で
多
く
採
用

さ
れ
て
い
る
ト
ン
ネ
ル
型
ス

ラ
ス
タ
と
同
様
、
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
や
電
動
機
駆
動

に
対
応
可
能
。
ま
た
、
ト
ン

ネ
ル
型
ス
ラ
ス
タ
の
場
合

は
、
船
体
側
面
の
開
口
部
が

運
航
時
の
抵
抗
と
な
っ
て
い

た
が
、
同
製
品
は
船
底
に
設

置
す
る
た
め
抵
抗
と
な
ら

ず
、
推
進
性
能
が
１
～
２
％

向
上
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
と
い
う
。

　

操
船
の
中
で
も
特
に
離
着

桟
は
難
易
度
が
高
く
、
乗
組

員
の
負
担
も
大
き
く
な
る

が
、
同
製
品
を
採
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
港
内
操
船
に
係

る
安
全
性
の
向
上
は
も
ち
ろ

ん
、
労
務
負
担
軽
減
や
働
き

方
改
革
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

さ
ら
に
同
製
品
で
は
、
３

６
０
度
全
方
位
に
推
力
を
発

生
し
、
舵
と
連
動
さ
せ
る
こ

と
で
真
横
移
動
が
可
能
と
な

る
こ
と
か
ら
、
同
社
は
「
将

来
的
に
は
自
動
離
着
桟
の
実

現
に
も
寄
与
す
る
」
と
し
、

今
後
の
普
及
拡
大
に
向
け
た

営
業
活
動
に
注
力
す
る
方
針

だ
。

　

ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
は
２

月
28
日
（
火
）
15
時
か
ら
17

時
ま
で
、
東
京
・
新
橋
の
第

一
ホ
テ
ル
東
京
５
階
「
ラ
・

ロ
ー
ズ
」
で
「
ナ
カ
シ
マ
プ

ロ
ペ
ラ
技
術
セ
ミ
ナ
ー
２
０

２
３
」
を
開
催
す
る
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
内
航

船
向
け
の
省
エ
ネ
・
省
力
技

術
を
中
心
に
、
省
力
化
に
向

け
た
製
品
や
グ
ル
ー
プ
会
社

の
製
品
な
ど
を
紹
介
。

　

阪
神
内
燃
機
工
業
の
２
０

２
２
年
４
～
12
月
期
の
単
独

決
算
は
、
売
上
高
が
前
年
同

期
比
14
・
５
％
減
の
64
億
４

３
０
０
万
円
、
営
業
利
益
が

15
・
８
％
減
の
３
億
９
０
０

０
万
円
、
経
常
利
益
が
14
・

０
％
減
の
４
億
１
８
０
０
万

円
、
当
期
純
利
益
が
13
・
８

％
減
の
２
億
８
５
０
０
万
円

と
な
っ
た
。

　

主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
内
航

船
業
界
で
は
、
継
続
的
な
鋼

材
価
格
の
上
昇
に
よ
り
船
価

高
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、

建
造
隻
数
は
伸
び
悩
ん
で
い

る
。
た
だ
し
、
用
船
料
は
少

し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
お
り
、

中
古
船
（
被
代
船
）
の
船
価

も
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
複
数
隻
所
有
の

有
力
船
主
を
中
心
に
前
向
き

な
動
き
も
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
海
外
案
件
に
つ
い

て
も
、
多
く
の
船
主
が
鋼
材

価
格
（
船
価
）
の
推
移
を
見

極
め
る
べ
く
様
子
見
し
て
い

雪
に
伴
い
公
共
交
通
機
関
に

乱
れ
が
生
じ
た
た
め
、
当
日

の
全
授
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に

変
更
。
教
室
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
講
演
を
行
っ
た
。

　

説
明
会
の
冒
頭
、
日
舶
工

の
市
川
政
文
常
務
理
事
が

「
世
界
の
海
上
物
流
を
支
え

成
長
を
続
け
る
日
本
の
舶
用

工
業
」
と
題
し
、
業
界
全
般

に
関
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
サ
サ
ク
ラ
の
上
利

美
月
氏
（
総
務
部
）
お
よ
び

井
田
雄
輝
氏
（
電
熱
技
術

室
）、
西
芝
電
機
の
表
西
洲

行
氏
（
技
術
部
船
舶
シ
ス
テ

ム
技
術
担
当
）、
兵
神
機
械

工
業
の
伊
木
祐
貴
氏
（
技
術

部
）
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
、

自
社
の
概
要
や
製
品
、
実
際

の
仕
事
内
容
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。

　

当
日
は
、
約
80
人
の
学
生

が
参
加
し
、
最
後
ま
で
講
演

者
の
熱
の
こ
も
っ
た
説
明
に

耳
を
傾
け
、
説
明
会
は
成
功

裡
に
終
了
し
た
。

総
ト
ン
と
な
っ
た
。
内
訳
は

す
べ
て
貨
物
船
で
あ
っ
た
。

【
新
造
船
建
造
量
】

　

新
造
船
建
造
量
は
、
隻
数

が
前
年
同
期
比
18
・
８
％
増

の
19
隻
、
総
ト
ン
数
は
22
・

６
％
増
の
48
万
２
３
２
ト
ン

と
な
り
、
隻
数
、
総
ト
ン
数

と
も
に
２
桁
増
。

　

そ
の
う
ち
国
内
船
は
前
年

同
期
比
37
・
５
％
増
の
11

隻
、
２
４
９
・
９
％
増
の
５

万
２
１
４
２
総
ト
ン
と
大
幅

増
。
内
訳
は
貨
物
船
が
２
隻

・
１
２
４
８
総
ト
ン
、
油
槽

船
が
５
隻
・
３
万
１
１
４
１

総
ト
ン
、
そ
の
他
が
４
隻
・

１
万
９
７
５
３
総
ト
ン
で
あ

っ
た
。

　

ま
た
、
輸
出
船
は
前
年
同

期
比
増
減
な
し
の
８
隻
、
13

・
６
％
増
の
42
万
８
０
９
０

総
ト
ン
と
な
っ
た
。
内
訳
は

す
べ
て
貨
物
船
で
あ
っ
た
。

売
上
回
復
や
舶
用
事
業
以
外

の
鋳
造
・
金
属
機
械
加
工

（
Ｃ
Ｍ
Ｒ
）の
受
注
に
も
努
め

た
が
、
主
機
関
出
荷
減
に
よ

る
生
産
減
少
を
カ
バ
ー
で
き

ず
、軒
並
み
減
益
と
な
っ
た
。

　

事
業
区
分
別
で
は
、
主
機

関
の
売
上
高
は
国
内
・
輸
出

と
も
減
少
し
、
前
年
同
期
比

34
・
１
％
減
の
30
億
５
９
０

０
万
円
。
部
分
品
・
修
理
工

事
は
輸
出
が
回
復
し
、
鋳
造

・
金
属
機
械
加
工
（
Ｃ
Ｍ

Ｒ
）
も
増
加
し
た
こ
と
か

ら
、
16
・
８
％
増
の
33
万
８

４
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

内
海
造
船
の
２
０
２
２
年

４
～
12
月
期
の
連
結
決
算

は
、
売
上
高
が
前
年
同
期
比

16
・
６
％
増
の
２
６
８
億
４

１
０
０
万
円
、
営
業
利
益
が

１
１
３
・
９
％
増
の
７
億
１

２
０
０
万
円
、
経
常
利
益
が

１
０
２
・
６
％
増
の
６
億
１

４
０
０
万
円
、
当
期
純
利
益

が
８
３
８
・
１
％
増
の
７
億

８
０
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

セ
グ
メ
ン
ト
別
の
業
績
を

み
る
と
、
主
力
の
船
舶
事
業

に
お
け
る
新
造
船
市
場
は
、

世
界
的
な
環
境
規
制
の
動
向

を
様
子
見
す
る
動
き
に
加
え

て
、
原
油
、
鋼
材
価
格
の
高

騰
や
急
激
な
為
替
相
場
の
変

動
な
ど
先
の
見
え
な
い
状
況

に
よ
り
、
商
談
は
停
滞
し
て

い
る
。

　

改
修
船
事
業
に
お
い
て

は
、
中
国
の
修
繕
ド
ッ
ク
の

入
渠
制
限
の
影
響
に
よ
り
、

　

Ｊ
Ｒ
貨
物
（
犬
飼
新
社

長
）
と
全
国
通
運
（
永
田
浩

一
社
長
）
は
２
月
か
ら
、
全

国
通
運
が
所
有
す
る
31
フ
ィ

ー
ト
型
オ
ー
ト
フ
ロ
ア
コ
ン

テ
ナ
を
活
用
し
、
明
治
お
よ

び
昭
和
産
業
の
共
同
に
よ
る

鉄
道
で
の
ラ
ウ
ン
ド
マ
ッ
チ

ン
グ
輸
送
を
開
始
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
貨
物
と
全
国
通
運
、

明
治
、
明
治
ロ
ジ
テ
ッ
ク
の

４
社
は
、
物
流
業
務
の
省
力

化
に
資
す
る
オ
ー
ト
フ
ロ
ア

コ
ン
テ
ナ
の
活
用
に
よ
る
モ

ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
検
討
し
、

２
０
２
１
年
９
月
に
岡
山
県

の
倉
敷
工
場
か
ら
埼
玉
県
の

倉
庫
ま
で
貨
物
鉄
道
輸
送
を

開
始
し
た
。

　

輸
送
開
始
後
、
Ｊ
Ｒ
貨
物

と
全
国
通
運
は
、
復
路
に
お

い
て
空
回
送
と
な
っ
て
い
た

コ
ン
テ
ナ
の
有
効
活
用
に
向

け
て
、
千
葉
県
か
ら
兵
庫
県

向
け
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を

検
討
す
る
昭
和
産
業
と
復
路

利
用
に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
、
今
年
２
月
に
両
社
の
共

同
輸
送
が
実
現
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

今
回
、
共
同
輸
送
で
活
用

す
る
「
オ
ー
ト
フ
ロ
ア
コ
ン

テ
ナ
」
と
は
、
荷
台
の
床
を

電
動
で
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
装

置
を
備
え
た
貨
物
鉄
道
輸
送

専
用
の
コ
ン
テ
ナ
。
荷
物
を

荷
室
の
入
口
に
積
み
、
床
ご

と
奥
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
こ

と
で
荷
物
を
荷
室
の
奥
ま
で

移
動
で
き
る
た
め
、
積
み
卸

し
時
に
荷
室
内
で
作
業
を
行

う
必
要
が
な
く
、
作
業
時
間

が
短
縮
さ
れ
る
と
と
も
に
、

作
業
者
の
業
務
負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

両
社
の
物
流
効
率
化
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
明
治
の
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
を
年
間
13
ト
ン

（
削
減
率
70
％
）、
昭
和
産

業
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
年
間

20
ト
ン
（
削
減
率
70
％
）
削

減
す
る
こ
と
に
も
貢
献
す

る
。

　

Ｊ
Ｒ
貨
物
お
よ
び
全
国
通

運
は
、「
ラ
ウ
ン
ド
マ
ッ
チ

ン
グ
輸
送
に
よ
り
、
顧
客
で

手
配
し
て
い
た
片
道
輸
送
を

往
復
輸
送
に
切
り
替
え
、
非

効
率
な
片
道
輸
送
の
解
消
に

寄
与
す
る
。
合
わ
せ
て
オ
ー

ト
フ
ロ
ア
コ
ン
テ
ナ
の
利
用

に
よ
り
、
発
着
地
で
の
積
み

　

日
本
舶
用
工
業
会
は
１
月
26
日
、
人
材
確
保
対
策
事
業

　

と
と
も
に
、
２
月
７
日
に

進
水
し
た
「
第
十
五
幸
伸

丸
」
に
初
搭
載
さ
れ
た
全
旋

回
型
ジ
ェ
ッ
ト
式
ス
ラ
ス
タ

「
ス
テ
ア
ジ
ェ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
、
製
品
の
詳
細
な
ど
を

説
明
す
る
予
定
だ
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
参
加
費
無

料
で
事
前
登
録
制
。
定
員
に

達
し
次
第
、
受
け
付
け
を
締

め
切
る
。
同
セ
ミ
ナ
ー
参
加

等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
東

京
支
店
営
業
グ
ル
ー
プ
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
３
・
３
５
０
０
・
３

２
７
１
、
Ｅ
メ
ー
ル Info-

sales@nakashima.co.jp

）

ま
で
。

講
演
を
行
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
内
航
ミ
ラ
イ
研

究
会
の
浦
山
代
表
理
事
は
、

「
内
航
船
の
ミ
ラ
イ
を
共
有

・
発
信
・
協
力
す
る
」
を
理

念
に
掲
げ
、
内
航
海
運
業
界

の
課
題
解
決
に
特
化
し
た
製

品
・
技
術
の
基
礎
研
究
を
実

施
し
て
社
会
実
装
を
目
指
す

同
会
の
概
要
や
、
現
在
の
取

り
組
み
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　

特
に
注
力
し
て
い
る
Ｓ
Ｉ

Ｍ
（
シ
ッ
プ
ス
・
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
）
事
業
で
は
、
21
年
７
月

に
①
小
型
内
航
船
の
離
着
桟

に
お
け
る
省
力
化
②
電
動
化

・
自
動
化
・
遠
隔
化
な
ど
に

よ
る
省
力
化
③
船
員
に
や
さ

し
い
居
住
区
④
陸
上
遠
隔
サ

ポ
ー
ト
技
術
の
確
立
―
―
を

目
指
す
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ッ
プ

「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
―
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
」
を

提
唱
。
そ
の
第
１
船
と
な
る

「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
―
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
１
」

は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
船
員
負

荷
低
減
を
両
立
す
る
次
世
代

小
型
内
航
貨
物
船
と
し
て
昨

年
12
月
に
起
工
し
、
今
年
５

月
に
竣
工
予
定
。
さ
ら
に

「
バ
リ
シ
ッ
プ
２
０
２
３
」

に
て
展
示
予
定
で
あ
る
こ
と

を
報
告
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
コ
ン
セ
プ

ト
シ
ッ
プ
と
し
て
、
次
世
代

小
型
内
航
タ
ン
カ
ー
「
Ｓ
Ｉ

Ｍ
―
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
２
」
を
初
め

て
発
表
。「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
―
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｐ
１
」
と
の
違
い
と
し

て
、
陸
上
支
援
に
よ
り
荷
役

を
含
む
船
内
作
業
の
最
適
化

を
目
指
し
て
い
る
ほ
か
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
船
か
ら
も
陸

か
ら
も
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
を
表

示
す
る
こ
と
で
船
舶
ご
と
の

省
エ
ネ
運
航
が
可
能
と
な
る

点
な
ど
を
挙
げ
た
。

　

続
い
て
講
演
し
た
ｅ
５
ラ

ボ
の
土
屋
氏
は
、
内
航
海
運

業
界
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
遅
れ

て
い
る
要
因
に
つ
い
て
、
◇

通
信
環
境
整
備
の
遅
れ
◇
こ

れ
ま
で
の
慣
習
を
継
続
す
る

傾
向
が
強
い
◇
荷
主
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
、
船
主
の
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
構
造
―
―
が
あ
る
と

問
題
提
起
。
こ
う
し
た
中
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
展
し
た
こ
と
か
ら
、

「
内
航
海
運
の
課
題
克
服
の

た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
お

よ
び
デ
ジ
タ
ル
と
の
親
和
性

の
高
い
電
動
化
が
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
得
る
」
と
の

認
識
を
示
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
Ｅ
Ｖ
船
に
つ

い
て
は
、
２
０
３
０
年
度
の

Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
中
期
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
「
現
実

的
な
解
な
の
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｈ

Ｇ
削
減
だ
け
で
な
く
、
船
員

の
労
働
環
境
改
善
、
居
住
エ

リ
ア
拡
張
な
ど
様
々
な
優
位

性
が
あ
る
と
し
て
昨
年
３
月

に
竣
工
し
た
Ｅ
Ｖ
タ
ン
カ
ー

「
あ
さ
ひ
」
を
紹
介
。
さ
ら

に
Ｅ
Ｖ
貨
物
船
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
」
に
つ
い
て
は
、

ツ
イ
ン
ス
ケ
グ
船
型
で
効
率

化
、
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
へ
の

Ｄ
Ｃ
（
直
流
）
グ
リ
ッ
ド
の

採
用
で
Ａ
Ｃ
（
交
流
）
と
比

べ
10
％
の
効
率
向
上
な
ど
の

特
徴
が
あ
る
と
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
て
は
、
マ
リ
ン
ド
ウ

ズ
が
開
発
し
た
船
版
カ
ー
ナ

ビ
「
ナ
ビ
コ
」
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
航
海
支
援
だ

け
で
な
く
、
航
海
計
画
の
予

定
と
実
際
を
比
較
で
き
る
こ

と
か
ら
、
船
員
教
育
や
研

修
、
事
例
解
析
な
ど
に
も
つ

な
が
る
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

「
ス
テ
ア
ジ
ェ
ッ
ト
」
初

号
機
を
搭
載
し
、
２
月
７
日

に
命
名
・
進
水
し
た
本
船

「
第
十
五
幸
伸
丸
」
は
今

後
、
同
月
下
旬
の
海
上
公
試

を
経
て
、
３
月
初
旬
の
竣
工

を
予
定
し
て
い
る
。

　

ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
は
こ

れ
ま
で
、
内
航
船
向
け
に
プ

ロ
ペ
ラ
や
舵
、
可
変
型
・
固

　

中
国
運
輸
局
が
こ
の
ほ
ど

ま
と
め
た
２
０
２
２
年
７
～

９
月
期
に
お
け
る
全
船
舶
を

対
象
と
す
る
管
内
造
船
状
況

に
よ
る
と
、
①
新
造
船
受
注

量
（
契
約
ベ
ー
ス
）
は
12
隻

・
10
万
５
６
２
５
総
ト
ン
と

な
り
、
隻
数
、
総
ト
ン
数
と

も
に
前
年
同
期
比
で
２
桁
減

②
新
造
船
建
造
量
は
19
隻
・

48
万
２
３
２
総
ト
ン
と
な

り
、
隻
数
、
総
ト
ン
数
と
も

に
２
桁
増
③
22
年
９
月
末
の

手
持
工
事
量
は
１
８
６
隻
・

５
９
９
万
４
３
６
５
総
ト
ン

と
な
り
、
総
ト
ン
数
ベ
ー
ス

で
増
加
―
―
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
。

【
新
造
船
受
注
量
】

　

新
造
船
受
注
量
は
、
隻
数

が
前
年
同
期
比
20
・
０
％
減

の
12
隻
、
総
ト
ン
数
は
16
・

５
％
減
の
10
万
５
６
２
５
ト

ン
と
な
り
、
隻
数
ベ
ー
ス
、

総
ト
ン
数
ベ
ー
ス
と
も
に
２

桁
減
で
推
移
し
た
。

　

そ
の
う
ち
国
内
船
は
前
年

同
期
比
27
・
３
％
減
の
８

隻
、
79
・
０
％
減
の
１
４
３

５
総
ト
ン
。
内
訳
は
貨
物
船

が
１
隻
・
７
４
９
総
ト
ン
、

そ
の
他
が
７
隻
・
６
８
６
総

ト
ン
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
輸
出
船
は
前
年
同

期
比
増
減
な
し
の
４
隻
、
12

・
９
％
増
の
10
万
４
１
９
０

た
が
、
最
近
に
な
っ
て
中

国
、
韓
国
と
も
に
鋼
材
価
格

が
値
下
が
り
に
転
じ
、
新
造

船
建
造
計
画
を
再
ス
タ
ー
ト

す
る
船
主
も
散
見
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
企
業
環
境
の

も
と
、
受
注
高
は
主
機
関
が

減
少
と
な
っ
た
も
の
の
、
部

分
品
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
前
年
同
期
比
２
・
８
％

増
の
66
億
７
５
０
０
万
円
と

な
っ
た
。
売
上
高
は
、
部
分

品
が
海
外
売
上
の
回
復
に
よ

り
増
加
し
た
も
の
の
、
主
機

関
の
売
上
減
を
カ
バ
ー
で
き

ず
減
収
。
受
注
残
高
は
20
・

２
％
増
の
33
億
１
６
０
０
万

円
と
な
っ
た
。

　

損
益
面
で
は
、
部
分
品
の

の
一
環
と
し
て
、
兵
庫
県
立

大
学
・
工
学
部
機
械
・
材
料

工
学
科
の
３
年
生
を
対
象

に
、
同
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
機
械
工
学
専
攻
の
布
引

雅
之
准
教
授
、
木
村
真
晃
准

教
授
、
田
中
一
平
助
教
の
協

力
の
下
、
今
年
度
で
５
回
目

と
な
る
「
舶
用
工
業
説
明

会
」
を
開
催
し
た
。

　

同
大
学
で
は
、
３
年
生
向

け
の
講
義
「
創
造
設
計
工
作

実
習
」
に
お
い
て
、
特
別
講

演
会
と
し
て
説
明
会
を
実
施

し
て
い
る
。
３
年
ぶ
り
に
対

面
形
式
で
の
開
催
を
予
定
し

て
い
た
が
、
寒
波
に
よ
る
降

　

日
本
油
化
工
業
（
後
藤
湖

舟
社
長
）
は
本
社
事
務
所
を

次
の
住
所
に
移
転
し
、
２
月

13
日
か
ら
営
業
を
開
始
す

る
。

　

◇
新
住
所
＝
〒
２
３
１
―

０
０
１
３　

神
奈
川
県
横
浜

市
中
区
住
吉
町
１
丁
目
２
番

地　

ス
カ
ー
フ
会
館
ビ
ル
３

階
　

◇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
５
・
２
０

１
・
８
８
６
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

４
５
・
２
０
１
・
８
３
５
８

※
変
更
な
し

卸
し
作
業
に
お
け
る
大
幅
な

省
力
化
と
荷
役
作
業
時
間
の

短
縮
を
考
え
た
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
が
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
組
み
合
わ
せ

が
難
し
か
っ
た
、
ト
ラ
ッ
ク

側
面
か
ら
積
み
込
む
商
品
と

ド
ッ
ク
シ
ェ
ル
タ
ー
か
ら
積

み
込
む
商
品
を
組
み
合
わ
せ

た
往
復
輸
送
に
も
対
応
す

る
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
。

国
内
修
繕
ヤ
ー
ド
へ
の
引
き

合
い
案
件
は
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
急
な
引
き
合
い
も

多
く
、
受
け
入
れ
調
整
が
難

航
し
て
い
る
。
ま
た
、
修
繕

費
用
の
抑
制
意
識
は
高
く
、

国
内
造
船
所
と
の
価
格
競
争

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
採
算
面

に
つ
い
て
厳
し
い
状
況
と
な

っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
船
舶
事
業
全

体
の
業
績
は
、
売
上
高
が
前

年
同
期
比
16
・
５
％
増
の
２

６
４
億
６
１
０
０
万
円
、
セ

グ
メ
ン
ト
利
益
が
45
・
０
％

増
の
14
億
９
０
０
万
円
と
な

っ
た
。

　

受
注
に
つ
い
て
は
、
新
造

船
６
隻
、
修
繕
船
ほ
か
で
３

２
７
億
２
０
０
０
万
円
を
受

注
し
、
受
注
残
高
は
新
造
船

17
隻
ほ
か
で
前
年
同
期
比
42

・
２
％
増
の
７
１
７
億
１
９

０
０
万
円
と
な
っ
た
。

【
手
持
工
事
量
】

　

こ
れ
に
よ
り
、
22
年
９
月

末
現
在
に
お
け
る
新
造
船
の

手
持
工
事
量
（
契
約
ベ
ー

ス
）
は
、
前
年
同
期
比
10
・

６
％
減
の
１
８
６
隻
、
２
・

１
％
増
の
５
９
９
万
４
３
６

５
総
ト
ン
と
な
り
、
総
ト
ン

数
ベ
ー
ス
で
わ
ず
か
に
増
加

し
た
。
そ
の
う
ち
国
内
船
は

25
・
５
％
減
の
70
隻
、
77
・

２
％
減
の
11
万
８
５
８
５
総

ト
ン
。
輸
出
船
は
１
・
８
％

増
の
１
１
６
隻
、
９
・
８
％

増
の
５
８
７
万
５
７
８
０
総

ト
ン
で
あ
っ
た
。

　

四
半
期
ご
と
の
推
移
を
み

る
と
、
17
年
12
月
末
（
１
０

３
６
万
９
０
０
０
総
ト
ン
）

ま
で
は
１
０
０
０
万
総
ト
ン

台
を
確
保
し
て
い
た
も
の

の
、
そ
れ
以
降
は
減
少
傾
向

と
な
り
、
直
近
１
年
間
で
は

５
０
０
～
６
０
０
万
総
ト
ン

台
で
増
減
を
繰
り
返
し
て
い

る
。

　

ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
が
新
た
に
開
発
し
た
全
旋
回
型
ジ
ェ
ッ
ト
式
ス
ラ
ス
タ
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
―
ｊ
ｅ
ｔ
（
ス
テ
ア
ジ
ェ
ッ
ト
）」
を
初
め
て
搭

載
し
た
４
９
９
総
ト
ン
型
一
般
貨
物
船
「
第
十
五
幸
伸
丸
」（
船
主
＝
幸
泉
汽
船
）
が
２
月
７
日
、
建
造
す
る
徳
岡
造
船
で
進
水
し
た
。「
ス
テ
ア

ジ
ェ
ッ
ト
」
は
、
内
航
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
元
に
、
ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
が
４
９
９
総
ト
ン
型
内
航
貨
物
船
向
け
に
独
自
開
発

し
た
も
の
。
船
底
か
ら
海
水
を
吸
い
込
み
、
３
６
０
度
に
推
力
の
吹
き
出
し
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
離
着
桟
時
の
操
船
性
が
大
幅
に
向
上

し
、
乗
組
員
の
労
務
負
担
軽
減
な
ど
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

造
船
・
関
連
企
業
の
４
〜
12
月
期
決
算

阪
神
内
燃
機
工
業

経
常
利
益
４
億
２
千
万
円

内
海
造
船

経
常
利
益
６
億
１
千
万
円

兵
庫
県

立
大
で 「
舶
用
工
業
説
明
会
」開
催

新
造
船

受
注
量 

12
隻
・
10
万
６
千
総
㌧

会
員
３
社
が
仕
事
内
容
等
紹
介

管
内
造
船
状
況
ま
と
む

22
年
７
〜

９
月
期
の

日
舶
工

オ
ー
ト
フ
ロ
ア
コ
ン
テ
ナ
を
活
用

Ｊ
Ｒ
貨
物
と
全
国
通
運

中
国
運
輸
局

ラ
ウ
ン
ド
マ
ッ
チ
ン
グ
輸
送
開
始

日
本
油
化
工
業

本
社
事
務
所
移
転

13
日
に
営
業
開
始

28
日
に
技
術
セ
ミ
ナ
ー
開
催

内
航
ミ
ラ
イ
研
究
会

次
世
代
小
型
内
航
タ
ン
カ
ー

新
コ
ン

セ
プ
ト 「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
―
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
２
」発
表

◇
阪
神
内
燃
機
工
業

環
境
負
荷
低
減
で
内
航
Ｃ
Ｎ
に
貢
献

「
Ｌ
Ａ
28
Ｍ
」今
年
中
に
も
完
成

メ
タ
ノ
ー
ル

燃
料
エ
ン
ジ
ン

徳
岡
造
船
で
３
月
竣
工
予
定

ナ
カ
シ
マ
製
ジ
ェ
ッ
ト
式
ス
ラ
ス
タ
初
搭
載

４
９
９

総
㌧
型 

貨
物
船「
第
十
五
幸
伸
丸
」が
進
水

「LA28M」完成イメージ 「ステアジェット」は船底に配置 華々しく進水する「第十五幸伸丸」

教室からオンラインで講演
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